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01/10・約2年ぶりの南北会談、五輪参加は合意 北朝鮮「非核化」に強い不満 

 

01/11・カナダ、米をWTO提訴「制裁関税、不当に活用」 米、NAFTA離脱表明か 

  ・防衛相、陸上イージスの米施設視察 巡航ミサイルも迎撃へ 

 

01/12・インド車市場、独を抜く 昨年400万台、中米日に次ぐ 世界をけん引 ＜１＞ 

  ・金利、世界で上昇圧力 米の緩和縮小意識 投資家、相場の動きに過敏 

  ・ビットコインに試練 ETF上場不発で急落 米中、警戒強める ＜２＞ 

  ・トランプ氏奔放発言 移民、肥だめから来た 金正恩氏と良好な関係 

   

01/13・中国の対米黒字が昨年最高 10％増の2758億ドル ＜３＞ 

    輸入拡大策及ばず 米好景気で輸出膨らむ 通商巡る対立激化も 

  ・高齢世帯2040年に4割超（厚労省）一人暮らしも急増（高齢世帯の40％）＜４＞ 

  ・GM、無人運転19年に 量産車、ハンドルなし 

 

01/14・安倍首相バルト3国訪問 視線の先に対ロ関係 「融和的」批判かわす狙い 

  ・新興国債券にバブル懸念昨年165兆円 高利回りで資金流入 ドル高進めばリスク 

01/15・中国、元高誘導を緩和 急落懸念薄れ「基準値」算出法修正 ＜５＞ 

  ・北米自動車ショー開幕 フォード、EV投資1.2兆円 

 

01/16・企業物価、17年2.4％上昇 3年ぶりプラス 原油高が影響 

  ・現金急増、日米欧で440兆円 低金利で家計に滞留 

 

01/17・年金受給開始70歳超も政府検討 選択制、額は上乗せ 高齢者に就労促す 

  ・訪日消費4.4兆円 昨年18％増、5年連続最高 中国の個人客けん引 ＜６＞ 

    訪日客数も2割増の2800万人、韓国（41％増）中国（14％増）がけん引 

  ・ドル安3年ぶり水準 日欧の緩和縮小始まった先取り 米利上げ期待に息切れ 

 

01/18・英EU離脱「国民再投票を」国内で要求相次ぐ 権限持つメイ首相は否定 

  ・日米原子力協定の自動延長が決定 核燃料の再処理、トランプ政権で軟化 

  ・日本の防衛費、米がさらう 装備品調達、不利な契約定着 ＜７＞ 

  ・アップル、米で2万人雇用 5年で3兆円投資 減税で資金環流 

    トランプ減税で100社動く 景気過熱リスクに 

  ・NY株、初の2万6000ドル台 日経平均一時2万4000円回復 

 

01/19・中国、政治主導の高成長 GDP昨年6.9％増 7年ぶり加速 借金依存は深刻に 

 

 



 


